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「使用成績調査」 中間集計結果のお知らせ
（第7回）

調査概要
目 的 ： アントラサイクリン系抗悪性腫瘍剤の血管外漏出患者に対するデクスラゾ

キサン（商品名：サビーン ®点滴静注用500mg、以下、本剤）の使用実
態下における安全性及び有効性を把握する。また、重点調査項目を骨髄抑
制（白血球減少、好中球減少、血小板減少、ヘモグロビン減少等）の発現
状況とする。

調 査 方 法 ： 全例調査方式
対 象 患 者 ： アントラサイクリン系抗悪性腫瘍剤の血管外漏出患者に対し、本剤が投与

された患者
観 察 期 間 ： 安全性情報：本剤投与開始後4週間

有効性情報：本剤投与開始後12週間
調 査 期 間 ： 2014年 4月～2022年 1月

（登録期間：2014年 4月～2021年 7月）
予定症例数 ： 2020年 3月31日までに本剤が投与された患者

2020年 4月1日以降に本剤が投与された患者は、症例登録のみとする

調 査 項 目 ： 患者背景、既往歴・合併症、血管外漏出発生日に投与したアントラサイク
リン系抗悪性腫瘍剤の投与状況、血管外漏出に対する併用薬及び併用療法、
本剤の投与状況、血管外漏出に対する外科的処置、血管外漏出に起因する
がん化学治療スケジュールの遅延、血管外漏出部位の症状・重症度、併用薬、
有害事象情報

本集計結果は2020年 7月現在の情報に基づいています。
なお、本結果は中間報告であり、今後の情報収集に伴い、一部の情報が変更となる可能性が
ありますので、ご承知おきください。
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中間集計結果のまとめ
2014年4月より2020年7月までに、683例が登録され、633例の調査票が回収されました。
調査票が収集された全633例のうち本剤未投与例（調査票に本剤の投与状況が未記載の症例）、重
複投与例、有害事象不明例（調査票の有害事象欄が未記載の症例）の48例を除く585例を安全性
解析対象症例とし集計を行いました。また、有効性解析対象症例は安全性解析対象症例から適応外使
用例の29例を除く556例を対象に集計を行いました。

●患者背景（安全性解析対象）

項目 症例数 構成比

血管外漏出
発生日に投
与したアン
トラサイク
リン系抗悪
性腫瘍剤

ドキソルビシン 323 55.2%

（うちﾘﾎﾟｿｰﾑ化製剤 11 3.4%）

エピルビシン 78 13.3%

ピラルビシン 72 12.3%

アムルビシン 42 7.2%

ダウノルビシン 22 3.8%

ミトキサントロン 9 1.5%

アクラルビシン 9 1.5%

イダルビシン 5 0.9%

不明・未記載 25 4.3%

血管外漏出
時の治療周
期（クール）

1クール 208 35.6%

2クール 80 13.7%

3クール 109 18.6%

4クール 60 10.3%

5クール 34 5.8%

6クール 42 7.2%

7クール 12 2.1%

8クール 6 1.0%

9クール 2 0.3%

10クール以上 5 0.9%

不明・未記載 27 4.6%

他の抗悪性
腫瘍剤＃

無 193 33.0%

有 370 63.3%

不明・未記載 22 3.8%

血管外漏出
に対する併
用薬・併用
療法

無 83 14.2%

有 477 81.5%

うちステロイド剤 464 79.3%

外用 402 86.6%

注射 327 70.5%

内服 10 2.2%

不明・未記載 25 4.3%

＃： ｱﾝﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系抗悪性腫瘍剤と同一経路により投与した他の抗悪性腫
瘍剤

＊：一部重複症例を含む

　表1　患者背景情報

項目 症例数 構成比

対象症例 585 100.0%

年齢 ＜10歳 19 3.3%

10歳≦、＜20歳 12 2.1%

20歳≦、＜30歳 7 1.2%

30歳≦、＜40歳 16 2.7%

40歳≦、＜50歳 48 8.2%

　 50歳≦、＜60歳 87 14.9%

　 60歳≦、＜70歳 149 25.5%

　 70歳≦、＜80歳 178 30.4%

　 80歳≦ 69 11.8%

性別 男性 225 38.5%

　 女性 360 61.5%

既往歴 無 190 32.5%

　 有 391 66.8%

不明・未記載 4 0.7%

合併症 無 12 2.1%

（がんを含む） 有 573 97.9％

がんの種類＊ リンパ腫 280 49.3%

乳がん 96 16.9%

肺がん 40 7.0%

急性骨髄性白血病 31 5.5%

急性リンパ性白血病 13 2.3%

卵巣がん 11 1.9%

骨髄腫 3 0.5%

その他 116 20.4%

不明・未記載 17 2.9%

血管外漏出
発生から本
剤投与開始
までの時間

＜1時間 52 8.9%

1時間≦、＜3時間 314 53.7%

3時間≦、＜6時間 158 27.0%

6時間≦ 27 4.6%

不明・未記載 34 5.8%

漏出部位 右手 18 3.1%

左手 27 4.6%

　 右前腕 185 31.6%

　 左前腕 266 45.5%

　 右肘窩 4 0.7%

　 左肘窩 7 1.2%

　 右中心静脈ｱｸｾｽﾃﾞﾊﾞｲｽ 23 3.9%

　 左中心静脈ｱｸｾｽﾃﾞﾊﾞｲｽ 12 2.1%

その他 16 2.7%

不明・未記載 27 4.6%
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● 安全性
安全性解析対象症例585例において、副作用は364例に発現しました。

【重点調査項目について】
本調査の重点調査項目は、「骨髄抑制（白血球数減少、好中球数減少、血小板数減少、ヘモグロビ
ン減少等）の発現状況」です。安全性解析対象症例585例のうち301例において、副作用とし
て骨髄抑制（骨髄機能不全）が発現しました（表2）。
骨髄機能不全は「好中球数減少」、「白血球数減少」、「血小板数減少」、「ヘモグロビン減少」を単
独あるいは複数伴って発現しており、特に多くみられたのは「白血球数減少」でした（表3）。

副作用の種類 * 例数

感染症および寄生虫症 21 3.6%

菌血症 1 0.2%

乳房蜂巣炎 1 0.2%

蜂巣炎 1 0.2%

膀胱炎 1 0.2%

毛包炎 1 0.2%

帯状疱疹 2 0.3%

感染 2 0.3%

口腔カンジダ症 1 0.2%

肺炎 4 0.7%

サイトメガロウイルス性肺炎 1 0.2%

敗血症 5 0.9%

敗血症性ショック 1 0.2%

サイトメガロウイルス血症 1 0.2%

細菌性肺炎 1 0.2%

医療機器関連感染 1 0.2%

感染性胸水 1 0.2%

ニューモシスチス・イロベチイ肺炎 1 0.2%

血管デバイス感染 1 0.2%

血液およびリンパ系障害 301 51.5%

播種性血管内凝固 2 0.3%

発熱性好中球減少症 59 10.1%

低プロトロンビン血症 1 0.2%

骨髄機能不全 301 51.5%

代謝および栄養障害 11 1.9%

体液貯留 1 0.2%

高カリウム血症 2 0.3%

低カリウム血症 4 0.7%

低ナトリウム血症 1 0.2%

食欲減退 3 0.5%

　表2　副作用一覧

副作用の種類 * 例数

精神障害 2 0.3%

 譫妄 1 0.2%

不眠症 1 0.2%

神経系障害 7 1.2%

味覚不全 1 0.2%

頭痛 6 1.0%

心臓障害 2 0.3%

心停止 1 0.2%

心不全 1 0.2%

血管障害 29 5.0%

高血圧 1 0.2%

静脈炎 1 0.2%

血管痛 23 3.9%

血管炎 4 0.7%

呼吸器、胸郭および縦隔障害 4 0.7%

喀血 1 0.2%

呼吸不全 1 0.2%

口腔咽頭痛 2 0.3%

胃腸障害 32 5.5%

便秘 4 0.7%

下痢 5 0.9%

腸炎 1 0.2%

胃食道逆流性疾患 1 0.2%

痔核 1 0.2%

腸管穿孔 1 0.2%

悪心 17 2.9%

口内炎 3 0.5%

嘔吐 7 1.2%

（次ページにつづく）

骨髄抑制の内訳は次ページをご参照ください。
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副作用の種類 * 例数

肝胆道系障害 26 4.4%

肝機能異常 14 2.4%

高ビリルビン血症 1 0.2%

肝障害 10 1.7%

薬物性肝障害 1 0.2%

皮膚および皮下組織障害 10 1.7%

脱毛症 2 0.3%

紅斑 4 0.7%

皮下出血 1 0.2%

発疹 2 0.3%

皮膚刺激 1 0.2%

筋骨格系および結合組織障害 3 0.5%

背部痛 1 0.2%

筋力低下 1 0.2%

四肢痛 1 0.2%

腎および尿路障害 1 0.2%

乏尿 1 0.2%

生殖系および乳房障害 1 0.2%

外陰浮腫 1 0.2%

一般・全身障害および投与部位の状態 49 8.4%

死亡 1 0.2%

注射部位皮膚炎 1 0.2%

注射部位紅斑 2 0.3%

注射部位肥厚 1 0.2%

注射部位硬結 2 0.3%

注射部位疼痛 27 4.6%

注射部位静脈炎 3 0.5%

注射部位熱感 1 0.2%

倦怠感 4 0.7%

浮腫 1 0.2%

末梢性浮腫 1 0.2%

疼痛 2 0.3%

発熱 5 0.9%

軟部組織の炎症 1 0.2%

腫脹 1 0.2%

注射部位腫脹 4 0.7%

投与部位疼痛 1 0.2%

注入部位血管外漏出 3 0.5%

注射部位血管炎 1 0.2%

投与部位異常感覚 1 0.2%

投与部位腫脹 1 0.2%

投与部位硬結 1 0.2%

副作用の種類 * 例数

臨床検査 27 4.6%

アラニンアミノトランスフェラーゼ増加 11 1.9%

アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ増加 16 2.7%

好塩基球数増加 2 0.3%

血中ビリルビン増加 1 0.2%

血中クロール減少 1 0.2%

血中クレアチニン増加 1 0.2%

血中フィブリノゲン減少 2 0.3%

血中カリウム減少 1 0.2%

血中ナトリウム減少 1 0.2%

血中尿素増加 2 0.3%

Ｃ－反応性蛋白増加 1 0.2%

好酸球数増加 1 0.2%

γ－グルタミルトランスフェラーゼ増加 2 0.3%

ヘマトクリット減少 1 0.2%

単球数増加 1 0.2%

赤血球数減少 1 0.2%

体重増加 1 0.2%

アンチトロンビンⅢ減少 3 0.5%

血中アルカリホスファターゼ増加 3 0.5%

肝酵素上昇 4 0.7%

傷害、中毒および処置合併症 1 0.2%

皮下血腫 1 0.2%

（前ページよりつづき）

副作用の種類 * 例数

骨髄機能不全 301

ヘマトクリット減少 6

ヘモグロビン減少 155

リンパ球数減少 127

単球数減少 3

好中球数減少 231

血小板数減少 202

赤血球数減少 6

白血球数減少 262

貧血 1

表3　骨髄機能不全の内訳

＊ ： MedDRA/J（Ver.23.0）に基づき、器官別大分類（SOC：網掛け）
及び基本語（PT：網掛けなし）にて記載しています。
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【重篤な副作用について】
安全性解析対象症例585例において、重篤な副作用は240例に発現しました。そのうち「骨髄
機能不全」は235例に発現しました（表4）。

　表4　重篤な副作用一覧

＊ ： MedDRA/J（Ver.23.0）に基づき、器官別大分類（SOC：網掛け）
及び基本語（PT：網掛けなし）にて記載しています。

副作用の種類 * 例数

感染症および寄生虫症 16 2.7%

菌血症 1 0.2%

乳房蜂巣炎 1 0.2%

毛包炎 1 0.2%

帯状疱疹 1 0.2%

肺炎 4 0.7%

サイトメガロウイルス性肺炎 1 0.2%

敗血症 5 0.9%

敗血症性ショック 1 0.2%

細菌性肺炎 1 0.2%

医療機器関連感染 1 0.2%

感染性胸水 1 0.2%

ニューモシスチス・イロベチイ肺炎 1 0.2%

血管デバイス感染 1 0.2%

血液およびリンパ系障害 235 40.2%

播種性血管内凝固 2 0.3%

発熱性好中球減少症 58 9.9%

骨髄機能不全 235 40.2%

代謝および栄養障害 3 0.5%

低カリウム血症 1 0.2%

低ナトリウム血症 1 0.2%

食欲減退 1 0.2%

心臓障害 2 0.3%

心停止 1 0.2%

心不全 1 0.2%

副作用の種類 * 例数

呼吸器、胸郭および縦隔障害 2 0.3%

喀血 1 0.2%

呼吸不全 1 0.2%

胃腸障害 2 0.3%

腸炎 1 0.2%

腸管穿孔 1 0.2%

肝胆道系障害 2 0.3%

肝機能異常 2 0.3%

皮膚および皮下組織障害 2 0.3%

皮下出血 1 0.2%

皮膚刺激 1 0.2%

筋骨格系および結合組織障害 1 0.2%

筋力低下 1 0.2%

一般・全身障害および投与部位の状態 5 0.9%

死亡 1 0.2%

注射部位疼痛 1 0.2%

倦怠感 1 0.2%

疼痛 1 0.2%

発熱 1 0.2%

臨床検査 3 0.5%

アラニンアミノトランスフェラーゼ増加 1 0.2%

アスパラギン酸アミノトランスフェラーゼ増加 1 0.2%

血中フィブリノゲン減少 2 0.3%

γ－グルタミルトランスフェラーゼ増加 1 0.2%

アンチトロンビンⅢ減少 1 0.2%

　表5　患者背景別の副作用一覧

項目 症例数 副作用
例数 発現率

性別 男性 225 138 61.3%

　 女性 360 226 62.8%

既往歴 無 190 111 58.4%

　 有 391 250 63.9%

不明・未記載 4 3 75.0%

合併症 無 12 7 58.3%

（がんを含む） 有 573 357 62.3%

項目 症例数 副作用
例数 発現率

対象症例 585 364 62.2%

年齢 ＜10歳 19 15 79.0%

10歳≦、＜20歳 12 5 41.7%

20歳≦、＜30歳 7 6 85.7%

30歳≦、＜40歳 16 7 43.8%

　 40歳≦、＜50歳 48 29 60.4%

　 50歳≦、＜60歳 87 50 57.5%

　 60歳≦、＜70歳 149 101 67.8%

　 70歳≦、＜80歳 178 109 61.2%

　 80歳≦ 69 42 60.9%

（次ページにつづく）

【患者背景別の副作用発現状況】
患者背景別の副作用発現率で有意な差がみられる項目はございませんでした。（表5）
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項目 症例数 副作用
例数 発現率

がんの種類♯1 リンパ腫 280 169 60.4%

乳がん 96 57 59.4%

肺がん 40 27 67.5%

急性骨髄性白血病 31 19 61.3%

急性ﾘﾝﾊﾟ性白血病 13 7 53.9%

卵巣がん 11 5 45.5%

骨髄腫 3 3 100.0%

その他 116 79 68.1%

不明・未記載 17 10 58.8%

合併症・
肝疾患

無 522 322 61.7%

有 55 39 70.9%

不明・未記載 8 3 37.5%

合併症・
腎疾患

無 545 340 62.4%

有 29 19 65.5%

不明・未記載 11 5 45.5%

合併症・
その他

無 289 178 61.6%

有 285 179 62.8%

不明・未記載 11 7 63.6%

血管外漏出
発生から本
剤投与開始
までの時間

＜1時間 52 35 67.3%

1時間≦、＜3時間 314 189 60.2%

3時間≦、＜6時間 158 105 66.5%

6時間≦ 27 15 55.6%

不明・未記載 34 20 58.8%

血管外漏出
発生日に投
与したｱﾝﾄﾗ
ｻｲｸﾘﾝ系抗
悪性腫瘍剤

ドキソルビシン 323 197 61.0%

（うちﾘﾎﾟｿｰﾑ化製剤 11 5 45.5%）

エピルビシン 78 49 62.8%

ピラルビシン 72 46 63.9%

アムルビシン 42 28 66.7%

ダウノルビシン 22 16 72.7%

ミトキサントロン 9 7 77.8%

アクラルビシン 9 3 33.3%

イダルビシン 5 4 80.0%

不明・未記載 25 14 56.0%

（前ページよりつづき）

項目 症例数 副作用
例数 発現率

血管外漏出
時の治療周
期（クール）　

1クール 208 130 62.5%

2クール 80 58 72.5%

3クール 109 67 61.5%

4クール 60 30 50.0%

5クール 34 24 70.6%

6クール 42 23 54.8%

7クール 12 6 50.0%

8クール 6 4 66.7%

9クール 2 2 100.0%

10クール以上 5 5 100.0%

不明・未記載 27 15 55.6%

他の抗悪性
腫瘍剤♯2

無 193 124 64.3%

有 370 227 61.4%

不明・未記載 22 13 59.1%

併用薬・
併用療法♯3

無 83 53 63.9%

有 477 296 62.1%

不明・未記載 25 15 60.0%

本剤希釈に
使用した輸
液（1回目）

生食 291 181 62.2%

ブドウ糖 48 34 70.8%

リンゲル 216 135 62.5%

その他 16 10 62.5%

不明・未記載 14 4 28.6%

血管外漏出
部位の投与
前重症度♯4

症状無 50 32 64.0%

軽度 362 218 60.2%

中等度 128 85 66.4%

重度 11 9 81.8%

不明・未記載 34 20 58.8%

輸液別の血
管痛・血管
炎

生食 291 21 7.2%

ブドウ糖 48 2 4.2%

リンゲル 216 4 1.9%

その他 16 0 0.0%

不明・未記載 14 0 0.0%

＃1：一部重複症例を含む
＃2：ｱﾝﾄﾗｻｲｸﾘﾝ系抗悪性腫瘍剤と同一経路により投与した他の抗悪性腫瘍剤
＃3：血管外漏出に対する併用薬・併用療法
＃4：「重症度」は血管外漏出部位の状態・症状、障害部位の大きさ、グレードにより総合的に評価しています。
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【本剤希釈に使用した輸液別の血管痛・血管炎の発現率】
本剤希釈に使用した輸液別の血管痛・血管炎の発現例数・発現率は以下の通りです（図1）。
生理食塩水を使用した場合において一番高い発現率が認められました。

● 有効性
有効性評価は、「血管外漏出に対する外科的処置の有無」、「血管外漏出に起因するがん化学治療ス
ケジュールの遅延の有無」及び「血管外漏出部位の症状・重症度」に関する情報を基に評価しました。
血管外漏出に対する外科的処置が必要となった症例は31例（図2）、がん化学治療スケジュール
の遅延は85例で認められました（図3）。
血管外漏出に対する外科的処置「有」例の詳細を表6に、血管外漏出部位の症状・重症度を表7、
表8に、症状・重症度の推移を図4に示します。

　図1　輸液別の血管痛・血管炎

　図2　血管外漏出に対する外科的処置の有無 　図3　 血管外漏出に起因するがん化学治療
スケジュールの遅延の有無
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　表6　血管外漏出に対する外科的処置「有」例の詳細※1

年齢
性別

体重 (Kg)

がん腫
抗悪性腫瘍剤
治療周期
漏出部位

血管外漏出に対する
併用薬及び併用療法 処置内容

60代
女
53

―
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 6 ｸｰﾙ
左手

― 壊死部の
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

60代
女
60

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右中心静脈ｱｸｾ
ｽﾃﾞﾊﾞｲｽ

― 右広背筋皮弁に
よる再建

70代
女
45

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 3 ｸｰﾙ
右前腕

ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏 CV ﾎﾟｰﾄ設置

70代
女
49.4

腹膜がん
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 5 ｸｰﾙ
右中心静脈ｱｸｾ
ｽﾃﾞﾊﾞｲｽ

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ軟膏
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

CV ﾎﾟｰﾄ抜去

80代
女
51

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右前腕

冷罨療法
患肢挙上
ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ｼﾞﾌﾛﾗｿﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏
ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ錠
ﾌﾞﾚｶﾞﾊﾞﾘﾝｶﾌﾟｾﾙ

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

80代
女
50.2

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 4 ｸｰﾙ
左前腕

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ軟膏 外科的処置
複数回実施

10代
女
44.6

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右中心静脈ｱｸｾ
ｽﾃﾞﾊﾞｲｽ

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ﾌﾟﾛｶｲﾝ注
ｾﾌｪﾋﾟﾑ注
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

CV ﾎﾟｰﾄ抜去
洗浄
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

70代
女
40

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右前腕

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏
ｼﾞﾒﾁﾙｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱｽﾞﾚﾝ軟膏

潰瘍部壊死組織
切開
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

70代
女
65.1

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
右前腕

ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾒﾁﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ注
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ軟膏

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

50代
女
73

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
左前腕

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ軟膏 CV ﾎﾟｰﾄ挿入

50代
女
44.6

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右前腕

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

膿瘍の切開排膿
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

40代
女
69

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
左中心静脈ｱｸｾ
ｽﾃﾞﾊﾞｲｽ

冷罨療法
ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ ･ ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ軟膏

ﾎﾟｰﾄ抜去

60代
女
45

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
右前腕

冷罨療法
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

CV ﾎﾟｰﾄ造設術

年齢
性別

体重 (Kg)

がん腫
抗悪性腫瘍剤
治療周期
漏出部位

血管外漏出に対する
併用薬及び併用療法 処置内容

60代
女
85

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右前腕

ｼﾞﾌﾛﾗｿﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｱﾙﾌﾟﾛｽﾀｼﾞﾙ ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝ
ｸﾘｰﾑ
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝ軟膏
ｱﾙﾌｧﾃﾞｸｽ軟膏
ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ軟膏
医療用不織布

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

60代
男
62.8

大腿軟部肉腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
左前腕

冷罨療法
ﾄﾘｱﾑｼﾉﾛﾝｱｾﾄﾆﾄﾞ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

80代
女
42.5

リンパ腫
胃がん
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
右手

ﾄﾘｱﾑｼﾉﾛﾝｱｾﾄﾆﾄﾞ注
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ ･ ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ軟膏
ｹﾞﾝﾀｼﾝ軟膏
ｱﾙﾌﾟﾛｽﾀｼﾞﾙｱﾙﾌｧﾃﾞｸｽ軟膏

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

50代
女
57

乳がん
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 4 ｸｰﾙ
左前腕

冷罨療法
ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾄﾘｱﾑｼﾉﾛﾝ ｱｾﾄﾆﾄﾞ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ ･ ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ軟膏
ｱﾛｸﾘﾉｰﾙｶﾞｰｾﾞ
ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ錠
ﾃﾞﾌﾟﾚﾉﾝｶﾌﾟｾﾙ
ｾﾌﾛｷｼﾑ ｱｷｾﾁﾙ錠

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ
前腕痂皮除去

60代
男
57.3

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
左肘窩

ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏
ﾎﾟﾋﾟﾖﾝﾖｰﾄﾞ軟膏
白色ﾜｾﾘﾝ

壊死組織の
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

60代
男
62

膀胱がん
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右中心静脈ｱｸｾ
ｽﾃﾞﾊﾞｲｽ

― CV ﾎﾟｰﾄ抜去
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

40代
女
57

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
左中心静脈ｱｸｾ
ｽﾃﾞﾊﾞｲｽ

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏
創傷保護剤

ﾎﾟｰﾄ抜去
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

70代
男
49.2

急性骨髄性白
血病
ﾀﾞｳﾉﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
左前腕

冷罨療法
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

70代
男
65

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
左前腕

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾄﾘｱﾑｼﾉﾛﾝｱｾﾄﾆﾄﾞ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ軟膏
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

壊死組織の
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

80代
女
51

リンパ腫
ﾋﾟﾗﾙﾋﾞｼﾝ
第 6 ｸｰﾙ
左前腕

冷罨療法
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ｼﾞﾌﾛﾗｿﾞﾝ軟膏
ﾄﾗﾌｪﾙﾐﾝｽﾌﾟﾚｰ

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

70代
女
53.2

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 2 ｸｰﾙ
左前腕

ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ｼﾞﾌﾛﾗｿﾞﾝ軟膏
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

（次ページにつづく）
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（前ページよりつづき）

年齢
性別

体重 (Kg)

がん腫
抗悪性腫瘍剤
治療周期
漏出部位

血管外漏出に対する
併用薬及び併用療法 処置内容

70代
女
46.9

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 3 ｸｰﾙ
左前腕

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ﾒﾁﾙﾌﾟﾚﾄﾞﾆｿﾞﾛﾝ注
ｾﾌｧｿﾞﾘﾝ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ ･ ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ軟膏
ｱﾙﾌﾟﾛｽﾀｼﾞﾙｱﾙﾌｧﾃﾞｸｽ軟膏
ﾄﾗﾌｪﾙﾐﾝｽﾌﾟﾚｰ
ｾﾌｼﾞﾆﾙｶﾌﾟｾﾙ

刺入部腫脹部位
を切開、排液
切開部周囲にド
レーン留置し縫
合固定
切開減張処置

60代
女
48.4

リンパ腫
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
第 3 ｸｰﾙ
左前腕

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ﾍﾞﾀﾒﾀｿﾞﾝ ･ ｹﾞﾝﾀﾏｲｼﾝ軟膏
ｱﾙﾌﾟﾛｽﾀｼﾞﾙｱﾙﾌｧﾃﾞｸｽ軟膏
医療用不織布
ｸﾛﾙﾍｷｼｼﾞﾝ
ﾄﾗﾌｪﾙﾐﾝｽﾌﾟﾚｰ
ｾﾌｶﾍﾟﾝﾋﾎﾟｷｼﾙ錠

皮膚切開洗浄

年齢
性別

体重 (Kg)

がん腫
抗悪性腫瘍剤
治療周期
漏出部位

血管外漏出に対する
併用薬及び併用療法 処置内容

60代
男
50.6

幹細胞がん
胃がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
右鼠径部

ﾋﾄﾞﾛｺﾙﾁｿﾞﾝ注
ｸﾛﾍﾞﾀｿﾞｰﾙ軟膏

ﾎﾟｰﾄ抜去
ﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

70代
女
50

卵巣がん
ﾄﾞｷｿﾙﾋﾞｼﾝ
－
腹腔内

ｵｸﾄﾚﾁﾄﾞ注
ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ注

腹水除去排液

60代
女
72

乳がん
ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ
第 1 ｸｰﾙ
左前腕

ﾃﾞｷｻﾒﾀｿﾞﾝ注
ﾘﾄﾞｶｲﾝ注
ｼﾞﾌﾙｺﾙﾄﾛﾝｸﾘｰﾑ
ｽﾙﾌｧｼﾞｱｼﾞﾝｸﾘｰﾑ

蜂窩織炎に対し
て抗生剤 Div、
局所処置
皮下壊死に対し
てﾃﾞﾌﾞﾘｰﾄﾞﾏﾝ

症状
評価時期

投与前 投与12週時

神経障害 異常感覚
ｎ=274

無 261 262

有 13 12

末梢神経
障害
ｎ=274

無 266 264

有 8 10

疼痛 疼痛
ｎ=274

無 120 254

有 154 20

外観 外観損傷
ｎ=276

無 267 258

有 9 18

四肢 可動範囲
の制限
ｎ=276

無 271 267

有 5 9

※ 2：全測定ポイントのデータがある症例のみ集計しています。

※1：処置内容の記載のある症例のみ掲載しています。

症状
評価時期

投与前 投与12週時

皮膚障害 腫脹
ｎ=277

無 74 255

有 203 22

発赤
ｎ=275

無 75 242

有 200 33

水疱
ｎ=276

無 273 273

有 3 3

壊死
ｎ=276

無 276 262

有 0 14

皮膚萎縮
ｎ=276

無 276 261

有 0 15

筋骨格障害 筋力低下
ｎ=276

無 276 274

有 0 2

筋肉痛
ｎ=276

無 273 274

有 3 2

結合組織
線維化
ｎ=276

無 276 263

有 0 13

　表7　血管外漏出部位の症状※2
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　表8　血管外漏出部位の重症度※1

症状
評価時期

投与前 投与12週時

重症度
ｎ=277

症状無 23 212

軽度 180 43

　 中等度 67 17

　 重度 7 5

※ 1： 「重症度」は血管外漏出部位の状態・症状、障害部位の大きさ、グレー
ドにより総合的に評価しています。

 なお、全測定ポイントのデータがある症例のみ集計しています。

　図4　血管外漏出部位の症状・重症度の推移※2 ※2：全測定ポイントのデータがある症例のみグラフ化しています。
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疼痛（人） n=274
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重度 中等度 軽度 症状なし

□ 症状なし ■ 症状あり
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　（参考）ステロイド剤併用有無別の症状・重症度の推移※

※：全測定ポイントのデータがある症例のみグラフ化しています。
　　ｎ数が異なるため%で表示しています。

□ 症状なし ■ 症状あり【腫脹】
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【疼痛】
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【重症度】
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重度 中等度 軽度 症状なし

□ 症状なし ■ 症状あり






